
第４回富山市有機農業推進協議会次第 

 
日時：令和６年２月１３日（火）１４時００分から 
場所：営農サポートセンター会議棟１階大会議室 

    
 
１ 開  会 

 
 
 
２ 報告事項 

・これまでの取組み状況について 資料１ 

 
 
３ 意見交換 
（１）富山市有機農業実施計画（案）について               資料２ 

 

 

 

（２）オーガニックビレッジ宣言（案）について              資料３ 

 
 

 
（３）富山県みどりの食料システム基本計画の特定区域設定について 資料４ 

 
 
 
（４）今後の予定について                    資料５ 

 
 
 
４ そ の 他 
  令和６年度第１回富山市有機農業推進協議会 
   令和６年  月  日（ ）   時から 

抜粋版



資料１ これまでの取り組み状況

年度 月 日 内容 備考

令和５年

4

10 みどりの食料システム戦略推進事業補助金割当内示 10,000千円

10 補助金交付申請及び交付決定前着手届提出

27 富山市有機農業実施計画策定支援業務委託契約 7,700千円

5

8 〇第１回富山市有機農業推進協議会

9 ①実証ほ場設置 3ヶ所

18 みどりの食料システム戦略推進事業補助金交付決定 10,000千円

6 15 ①有機米栽培機械作業実演会 市内農業者

7
19 ①有機えごま栽培講習会 市内農業者

25 富山市有機農業実施計画策定支援業務委託変更契約 9,724千円

8

2 ①有機農業の意義及び事例に関する講演会 市内農業者

4 ①有機栽培事例研修及び農業者ワークショップ 市内農業者

17 〇第２回富山市有機農業推進協議会

10 16～ ②えごま油飲用モニター及びアンケート調査 市体協協力

11

5 ②ワンデージャックフェスタでの有機農産物出品及びアンケート

6～7 〇先進地視察（兵庫県豊岡市）

14 〇第3回富山市有機農業推進協議会

23 ②里山交流フェスタでの有機農産物出品及びアンケート

12 4～8 ②有機米及び富山えごまの学校給食 市内公立小中学校

令和６年
1

18～ ③有機農産物加工食品開発に関する調査 市内40社

24 ①有機JAS認証取得勉強会

2 13 〇第4回富山市有機農業推進協議会

有機農業推進協議会（5/8、8/17、11/14） 有機米栽培作業実演会（6/15）

有機米生育状況
アイガモロボット使用

（土遊野）10/2現在10/3収穫

有機米生育状況
みのる式除草機使用

（小原営農センター）10/6収穫

えごま生育状況
無農薬・無化学肥料栽培
（山崎客土会）10/16収穫

有機えごま栽培講習会（7/19）

①：生産拡大の取組 ②：消費拡大の取組 ③：加工品開発の取組
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配布の様子

10/25 アルペンスポーツクラブ

19PG 430本配布

資料１ これまでの取り組み状況

えごま油飲用モニターアンケート調査結果

■アンケートの集計結果 【別紙 P1】

■実施概要

里山交流フェスタ出店と消費者ニーズ調査結果

・日時：令和5年11月23日（祝） 10時～14時
・場所：八尾ゆめの森交流施設
ゆうゆう館・中山間活性化施設多目的ホール

■ 実施概要 協力店 主な出品

(有)小原営農センター ・白米、玄米 ・大豆、黒米
・お餅

(有)土遊野
・白米、玄米 ・きな粉
・ダイシモチ麦
・米粉パンケーキミックス

あおば農業協同組合 ・えごま油

桐谷有機の里づくりの会 ・玄米■ 当日の様子

■アンケートの集計結果 【別紙 P5】
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資料１ これまでの取り組み状況

有機米と富山えごまの学校給食
・有機米 265袋（10ｋｇ/袋）
受け取り、配布 11/24，27，29
・富山えごま 109袋（100g/袋）
納品 11/14、配布11/15～22

12/4 桜谷小学校の様子（５年１組）

・実施日時：１２月４日（月）～１２月８日（金）
・実施場所：市内の富山市立小学校６４校、中学校２５校、幼稚園３園 各校１回 約33,000食分

・配布資料：別紙のとおり

・今後の課題
有機米の確保 ・・・生産拡大の必要性
集荷・配達 ・・・トラックや人工の確保、農協・市場の関わり方
事業費の軽減 ・・・通常米利用との価格差補填への切り替え
情報の格差 ・・・全校で実施したため、学校ごとに対応に差があった

同じ学校内でも情報提供の方法に差があった
炊飯の状態 ・・・炊飯事業者、学校での炊飯など、炊き上がりに差があった

有機米及び富山えごまの学校給食
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資料１ これまでの取り組み状況

有機農産物加工食品開発に関するアンケート調査結果

■アンケートの集計結果 【別紙 P10】

・調査方法：WEBまたはFAXによる回答
・調査期間：令和６年１月１８日～１月３１日
・回答数：10社

■ 実施概要 区分 事業者

富山県酒造組合 富美菊酒造株式会社

玉旭酒造有限会社

鱒寿司組合 青山総本舗

高田屋

元祖せきの屋

吉田屋鱒寿し本舗

高芳

食品産業協会 竹林堂分家

㈱トンボ飲料

富山県ライス栄研㈱

有機ＪＡＳ認証取得勉強会の実施状況

・日時：令和６年１月２４日（水） 10時から
・場所：ＪＡあおば 大沢野営農経済センター ２階会議室

■ 実施概要

１ 開 会
２ 講師紹介
日本オーガニックアンドナチュラルフーズ協会
理事長 高橋 勉 氏

３ 講演会
４ 質疑応答
５ その他

■ 次第

・14名

■ 参加者
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資料２

１．市区町村

２．計画対象期間

令和 6年度 ～ 令和 10年度

３．対象市区町村における有機農業の現状と５年後に目指す目標
ア　有機農業の現状

イ　５年後に目指す目標

別添                            

富山市

　本市の農林水産業は、水深1,000ｍの富山湾から標高 3,000ｍ級の北アルプス立山連峰まで、標高差
4,000ｍの雄大な自然が育む豊かな水資源を活かし、水稲を中心とした多様な農産物が生産されている。
　近年、農業従事者の高齢化や少子化の進行による後継者不足、耕作放棄地の増加、農産物価格の低
迷による所得の伸び悩みに加え、中山間地域では有害鳥獣による被害が増加するなど様々な課題に直面
している。
　その状況の中、本市を流れる神通川左岸の中山間地域である小羽地域とその対岸に位置する岩木、岩
木新地区等では、２つの法人が有機農業に積極的に取り組まれ、生物多様性など環境の保全や雇用の創
出など、本市における持続性のある農業のモデル地区となっている。
　また、市内のあおば農協管内では、有害鳥獣被害の少なさとその効能から中山間地域で有機えごまの特
産化を目指している。
　このことから、本市では、IoT 技術を活用したスマート化の推進や、えごまの栽培支援に加え、富山えごま
としてのブランディングや6次産業化の推進を担い、生産者や流通、加工、販売まで地域ぐるみで取り組ん
でいる。

富山市有機農業実施計画（案）

　本市の持続可能な農業のモデルである小羽と岩木、岩木新地区の取組みを市内外へ発信することによ
り、中山間地域を中心に有機農業を普及、取り組みを拡大させ、慣行農業と有機農業がバランス良く展開
した、生産性と持続性が両立する富山市農業を目指す（図１）。

　有機JAS取組面積拡大　　　R4：　74.6ha     →R10：　81.6ha（+7ha）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　米　　74.6ha     →　　     76.6ha（+2ha）
　　　　　　　　　　　　　　　　　えごま　　  0ha     →　　　　  5.0ha（+5ha）
　有機JAS取組み農業者の増加　　R4：　　５人→R10：　　８人（+3人）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米　　　５人→　　　  　 ６人（+1人）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  えごま　　０人→　　　  　 ２人（+2人）
　有機えごま販売数量（実換算）　　R4：　　０㎏→R10：1,500㎏

図１：推進イメージ



３．取組内容
ア　有機農業の生産段階の推進の取組

イ　有機農業で生産された農産物の流通、加工、消費等の取組
①既存イベントへの有機農産物の出品
　本市が行っているイベントにおいて市内産の有機農産物を出品し、市民に対し、本市の有機農産物の知
名度向上を図る。

②有機米等の学校給食利用
　有機米等を学校給食で利用し、子供たちやその保護者などに、資源の循環により人と命の繋がりにより
持続可能なまちづくりを育む有機農業に対する理解の促進を図る。

③「有機富山えごま」飲用市民モニター
　健康に対する意識の高い市民等に対し有機栽培のえごま種子を用いた市内産えごま油を配布・飲用し
てもらい、有用性の体感によりリピーターを獲得し、需要の拡大を図る。

④加工品開発と海外輸出の検討
　本市の特徴である美味しい水と有機酒米を用いた日本酒を市内酒造会社等と連携・開発し、新たな特産
品の創出を図るとともに、海外への輸出について検討する。

①有機米・有機えごま栽培技術研修会等の開催
　農業者が自由に見学可能なモデル経営体の有機農業展示ほの設置と、ほ場を管理する経営体を講師と
する有機栽培技術研修会を開催し、慣行の農業経営体が新規に有機農業に取り組む際の不安軽減と取
組拡大を図る。

②有機農業への転換時の支援
　新たに有機農業に取り組む農業者に対し、有機農業への転換に必要なほ場の土づくり等の経費に対し
支援を行う。

③有機JAS認証取得勉強会の開催と取得経費への支援
　有機JAS認定の意義や取得までの流れについて勉強会を開催し、中山間地域等で有機えごまの特産化
を目指すあおば農協管内の農業者を中心に有機JAS認定取得に向けた機運の醸成を図るとともに、有機
JAS認証の新規取得申請経費等について支援を行う。

④有機農業用機械等の導入支援
　市内で有機農業を拡大するため、除草作業などの負担を軽減するために必要な、除草ロボ、アイガモロ
ボ、乗用除草機等の導入に対し支援を行う。

⑤富山市CSA型サポート組織の検討
　農村部の地域づくりを行いながら、人と命の繋がりを大切に、豊かな自然をより良く、次の世代に引き継ぐ
ことを理念とするサポート組織「（仮称）富山市有機の郷づくり応援隊」の設立について、ワーキンググルー
プを設置し既存営農組合等へのアプローチなどを行いながら、令和１０年度末の設置に向け検討を進め
る。（図２）

図２：富山市CSA型サポート組織のイメージ



４．取組の推進体制
ア　実施体制図

イ　関係者の役割

５．資金計画

別紙のとおり

６．本事業以外の関連事業の概要

７　みどりの食料システム法に基づく有機農業の推進方針について

８　その他（達成状況の評価、取組の周知等）

①有機転換推進事業：新たに有機農業に取り組む農業者の初年度に必要な土づくり資材等への支援
②有機JAS認証取得支援事業：有機JAS認証の取得に必要な経費に対する支援
③みらい農業推進事業：有機農業に必要な農業用機械の導入支援

※実施に必要な組織、委託先等を記載すること

　別紙のとおり

・富山市
　有機農業実施計画の実施に必要な事務及び農業者への支援

・富山県
　事業遂行への協力・アドバイス

・富山市有機農業推進協議会
　有機農業実施計画の実現に必要な取り組みの検討・助言、計画の進捗管理

・有機農業者
　有機農業の生産拡大に係る取組の実施・有機農業転換希望者への指導等

・農業協同組合
　有機農産物の集出荷や有機農業等資源循環型農業の推進

・流通業者
　有機農産物の販売取扱、地域資源循環や環境保全に対する理解の向上と有機農業のＰＲ

・富山市内の学校
　学校給食へ有機農産物の導入によるSDGｓや食農教育の推進

・加工業者
　有機農産物の取扱いや地域資源循環や環境保全に対する理解の向上と有機農業のＰＲ、海外輸出の
推進

・消費者
　有機えごまを原料とした市内産えごま油飲用体験による有機農業の消費拡大
　有機農産物の購入による持続可能なまちづくりに対する理解の向上、SDGｓの実践

※基本計画と本実施計画との関連性等必要に応じて記載すること

有機農業に先進的に取り組まれている、神通川左岸の富山市小羽地域（須原(すわら)、長川原(なんか
ら)、小羽(こば)、葛原(つづはら)、下伏(げぶせ)、土(ど)、根上(ねのうえ）)、対岸の岩木(いわき)地域、岩木
新(いわきしん)地域、を本市の有機農業取組のモデル地区とし、他の中山間地域等へ普及拡大することを
目指すことから、富山県みどりの食料システム基本計画第２章３（１）の特定区域に設定する。



５　資金計画

１．生産段階 １．生産段階 １．生産段階 １．生産段階 １．生産段階
栽培技術研修会 栽培技術研修会 栽培技術研修会 栽培技術研修会 栽培技術研修会

有機転換支援 有機転換支援 有機転換支援 有機転換支援 有機転換支援

有機JAS認証取得勉強会 有機JAS認証取得勉強会 有機JAS認証取得勉強会 有機JAS認証取得勉強会 有機JAS認証取得勉強会

有機農業機械導入支援 有機農業機械導入支援 有機農業機械導入支援 有機農業機械導入支援 有機農業機械導入支援

サポート組織検討 サポート組織検討 サポート組織検討 サポート組織検討 サポート組織設立

２．流通、加工、消費等 ２．流通、加工、消費等 ２．流通、加工、消費等 ２．流通、加工、消費等 ２．流通、加工、消費等
イベント出店 イベント出店 イベント出店 イベント出店 イベント出店

学校給食利用 学校給食利用 学校給食利用 学校給食利用 学校給食利用

飲用市民モニター 飲用市民モニター 飲用市民モニター 飲用市民モニター 飲用市民モニター

加工品開発検討 加工品開発検討 加工品開発検討 加工品開発検討 加工品販売

10,899 千円 8,000 千円※ 8,000 千円※ 8,000 千円※ 8,000 千円※

※ 進捗により見直す ※ 進捗により見直す ※ 進捗により見直す ※ 進捗により見直す

３の取組内容に対応した年度ごとに記載してください

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

区分



・学校給食利用促進

実施体制（案）

富山市有機農業推進協議会

有機農業者
大沢野地域

事務局
富山市農業水産課

流通関係
㈱富山中央青果

生産者関係
あおば農協
富山市農協
なのはな農協

健康づくり
体育協会

富山市
関係部局
教育委員会
環境部

アドバイザー
富山県農林振興センター
富山県農業技術課

・「富山えごま」消費推進

有機栽培用機械
農機メーカー

・栽培拡大支援
・産地づくり支援
・有機農産物販売促進

・学校給食利用促進
・有機農産物販売促進

異業種
酒造メーカー

・有機えごま栽培指導
・有機農業技術指導
・有機JAS認証取得

・有機栽培実践普及活動

・有機酒米を使った日本酒

・学校給食利用
・SDGｓ環境未来都市推進

・事業実施運営管理
・関係機関等との調整
・検討会の開催（３回）

協力

協議会委員

講師
日本えごまの会
有機農業団体

・機械デモンストレーション

学校給食関係団体
富山市学校給食会

・学校給食利用促進

有機農業者
その他の経営体

・イベントへの出品
・計画推進段階での参画

学識経験者
大学教授

・計画推進協力

委託事業者
事務局支援



令和６年３月 日

富山市⾧
藤井裕久

富山市では、水深1,000ｍの富山湾から標高 3,000ｍ級の北ア
ルプス立山連峰まで、標高差4,000ｍの雄大な自然が育む豊かな
水資源を活かし、お米を中心とした多様な農産物が生産されて
います。
本市ではこれまで「公共交通を軸とした拠点集中型のコンパ

クトなまちづくり」の実現を目指すなか、SDGsの理念を軌を一
にする「環境未来都市」及び「環境モデル都市」として先行的
に取り組み、2018年には「SDGs未来都市」に選定され、経済、
社会、環境の３側面をつなぐ総合的なプロジェクトにより「持
続可能な付加価値創造都市」を目指しております。
農業は様々な生き物の生育や生息に重要な役割があり、自然

と深く関わっています。このため、小さな生き物を意識し地域
資源を循環しながら行う有機農業が広がることは、私たちが自
然とつながり、様々な命が育まれる豊かな環境が作られ、本市
が目指す持続可能なまちづくりにもつながると考えております。
今回のこの宣言が契機となり、本市の取り組みが広く認知さ

れ、慣行農業と有機農業がバランスよく共存し、生産力の向上
と持続性が両立した本市農業を目指す第一歩となることを期待
して、ここに「オーガニックビレッジ」を宣言します。

オーガニックビレッジ宣言（案） 資料３



資料４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県みどりの食料システム基本計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月作成 

令和６年３月改定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県、富山市、高岡市、魚津市、氷見市、滑川市、 

黒部市、砺波市、小矢部市、南砺市、射水市、舟橋村、 

上市町、立山町、入善町、朝日町 

（案） 



 資料５  
今後の予定 

 
 
令和６年２月１３日     第４回富山市有機農業推進協議会 

 
令和６年２月中       富山市有機農業実施計画及び宣言の修正 

 
              市内部調整 

 
令和６年３月中       富山県と調整 

 
令和６年３月末       富山市有機農業実施計画策定とオーガニックビレッジ宣言 

 
令和６年４月以降      富山市有機農業実施計画の推進 

 
              推進内容は別紙参考資料参照（取扱注意） 


